
★議会に一言★

村
民
、
子
供
達
が
い
ろ
い

ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
が
た
の
し

め
る
体
育
館
に
ク
ー
ラ
ー

設
備
を
つ
く
っ
て
下
さ
い
。

お
願
い
し
ま
す

題字：新垣 芹奈
（読谷小学校6年生）

せ　   な

特別号

第14回・15回　村民との意見交換会及び議会報告会

 質問　読谷中学校横の村道楚辺～座喜味線交差点に信号機設置、カーブミラー設置及び路面標示
等早急な交通安全対策を求める。

（回答）令和 6年 3月29日までの間に交通信号機関連工事を予定している 
 質問　長田川、比謝川沿岸の整備及びPFAS調査の実施を求める。
（回答）沖縄県企業局が有機フッ素化合物の調査を適宜実施していることから、同調査結果を注視して

まいります。 
 質問　横田集落内集合浄化槽の新設及び合併浄化槽の推奨等現状の改善を求める。
（回答）集合及び個別の浄化槽の検討や財政支援等、調査・検証する予定 
 質問　暗く危険な場所への街灯 (防犯灯 )設置を求める。
（回答）予算の範囲内で優先順位の高い箇所から設置を行っております。

※本特別号は7月25日～11月14日に行われた意見交換会の内容を一部
　抜粋して掲載しています。全問をご覧になりたい方は、各自治会へ配
　布した報告書を開覧ください。

2024年（令和6年4月発行）

令和５年度　第 14回村民との意見交換会より

政策提起項目

～村民の思いを村政へ！～～村民の思いを村政へ！～

要望により3月までに信号機が
設置される読谷中学校横の交差点
要望により3月までに信号機が
設置される読谷中学校横の交差点



読谷村 議会だより読谷村 議会だより

令
和
５
年
度
　
第
15
回
村
民
と
の
意
見
交
換
会
及
び
議
会
報
告
会

Ａ
班
　
上
地
利
枝
子
　
仲
眞
朝
雄
　
與
那
覇
徳
雄
　
江
田
守
恭
　
當
間
良
史

日
時
：
令
和
５
年
11
月
７
日
（
火
）
午
後
７
時
～

場
所
：
大
添
公
民
館
　
　
参
加
人
数
14
名

 

質
問　
台
風
６
号
の
崖
崩
れ
対
策
の
対
応
が
遅
い
。
県
議
会
へ
の
陳
情
の
回
答
も
ま
だ
。
ロ
ー
ヤ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
裏
も
少
し
崩
れ
て
い
る
。

今
後
、
議
員
や
村
が
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
予
定
か
？
ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
の
か
？

（
回
答
）
崖
崩
れ
の
件
は
、
県
か
ら
現
状
の
報
告
が
村
の
総
務
課
へ
あ
る
の
で
、
そ
の
都
度
自
治
会
に
報
告
す
る
よ
う
に
な
って
い
る
。

 

質
問　
調
査
の
予
算
は
？

（
回
答
）
調
査
予
算
は
予
算
化
さ
れ
た
が
、
今
後
は
県
議
会
の
方
で
決
ま
り
次
第
村
に
連
絡
が
来
る
予
定
。

※
予
算
額
に
よ
って
工
事
内
容
や
対
策
が
不
十
分
に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
辺
も
し
っ
か
り
抑
え
て
欲
し
い
。

 

質
問　
崖
地
周
辺
は
定
期
的
（
４
年
に
１
度
）
伐
採
作
業
を
行
って
い
た
だ
き
た
い
。

（
回
答
）
崖
地
周
辺
の
伐
採
に
関
し
て
は
県
の
管
轄
で
あ
る
の
で
県
と
の
調
整
に
な
る
。

 

質
問　
４
班
（
県
道
よ
り
南
側
）
の
防
災
無
線
が
聞
こ
え
な
い
。
聞
き
取
り
に
く
い
等
の
原
因
を
調
査
し
て
ほ
し
い
。

（
回
答
）
現
場
を
確
認
す
る
。
風
向
き
に
よ
っ
て
聞
こ
え
づ
ら
い
地
域
も
あ
る
事
か
ら
現
在
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
情
報
提
供
が
で
き

る
よ
う
に
な
って
い
る
。

　 

質
問　
県
道
６
号
線
の
交
通
渋
滞
を
解
消
し
て
ほ
し
い
。

（
意
見
）
ト
リ
イ
基
地
内
か
ら
道
路
を
通
せ
ば
渋
滞
緩
和
に
繋
が
る
と
思
う
が

（
回
答
）
計
画
中
の
村
道
（
伊
良
皆
〜
波
平
線
な
ど
）
が
整
備
さ
れ
れ
ば
少
し
は
解
消
す
る
の
で
は
。

 

質
問　
な
ぜ
58
号
線
は
２
車
線
な
の
か
？
大
木
バ
イ
パ
ス
を
造
る
よ
り
も
58
号
線
を
３
車
線
に
し
た
ほ
う
が
は
る
か
に
良
い
。

（
回
答
）
国
道
な
の
で
決
定
権
は
国
に
あ
る
。

 

質
問　
台
風
６
号
の
崖
崩
れ
に
よ
って
、
危
険
箇
所
（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）
に
指
定
さ
れ
、
不
動
産
の
価
値
が
下
が
る
の
で
固
定
資
産
税
も
下

げ
る
べ
き
で
あ
る
。

（
回
答
）
不
動
産
の
価
値
は
土
地
評
価
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
評
価
額
は
変
わ
ら
な
い
。

 

質
問　

①　
飛
行
場
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
問
題
が
10
年
に
な
る
が
根
本
的
な
解
決
に
は
な
って
い
な
い
。

2

早急な対応が必要な大添地区の崖崩れ渋滞緩和策で路面改良が行われた古堅小学校入口交差点
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（
回
答
）
現
在
村
の
企
画
政
策
課
、農
業
推
進
課
、生
活
環
境
課
と
対
応
に
つ
い
て
検
討
会
を
開
催
し
て
い
る
。村
と
し
て
処
理
管
理
に
つ
い
て

は
国
に
要
請
を
し
て
い
る
段
階
。時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
の
で
、村
独
自
の
対
応
に
つ
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
って
対
応
し
て
い
く
。

②　
都
屋
の
住
宅
地
周
辺
の
水
質
調
査
で
17
倍
の
ヒ
素
が
検
出
さ
れ
た
が
。

（
回
答
）
村
と
し
て
は
、
周
辺
の
モ
リ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
し
て
い
る
。
６
箇
所
の
調
査
を
行
な
って
い
る
が
大
き
く
数
値
が
上
が
って
い
る
傾
向

で
は
な
い
。

③　
当
初
の
中
央
残
波
線
ル
ー
ト
の
硫
化
水
素
ガ
ス
問
題
は
ど
う
な
って
い
る
か
。

（
回
答
）
ガ
ス
問
題
に
つ
い
て
は
、
県
と
土
地
の
所
有
者
管
理
の
も
と
で
調
査
を
行
な
って
い
る
。
毎
年
調
査
を
行
な
って
い
て
数
値
的
に
は
、

少
々
の
ガ
ス
は
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
安
定
す
る
ま
で
は
調
査
を
継
続
し
、
県
と
土
地
所
有
者
の
管
理
の
も
と
で
調
査
を
行
い
、
村
へ
報
告
す

る
こ
と
に
な
って
い
る
。

 

質
問　
楚
辺
〜
座
喜
味
線
の
勾
配
は
国
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
（
勾
配
や
歩
道
の
幅
等
）
改
善
し
て
ほ
し
い
。

（
回
答
）
当
該
道
路
は
村
道
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
長
期
計
画
に
位
置
づ
け
さ
れ
て
お
り
伊
良
皆
〜
波
平
線
と
県
道
６
号
線
の
接
続
方
法

も
含
め
今
後
検
討
し
て
い
く
。

 

質
問　

①　
令
和
４
年
５
月
23
日
「
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
設
置
計
画
の
撤
回
に
つ
い
て
」

陳
情
を
昨
年
５
月
に
出
し
た
が
議
会
が
動
か
な
い
の
は
な
ぜ
か
？
陳
情
が
不
採
択
に
な
っ
た
経
緯
は
？

（
回
答
）
陳
情
は
不
採
択
で
は
な
く
議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
各
議
員
への
資
料
配
布
と
な
って
い
る
（
議
員
提
案
は
な
か
っ
た
）

②　
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
。
17
年
前
に
は
反
対
し
た
が
、
今
回
反
対
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
議
会
が
動
か
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
土
壌
汚
染

に
対
し
て
動
か
な
い
の
か
。
都
屋
？
楚
辺
？
の
井
戸
か
ら
基
準
値
の
17
倍
の
ヒ
素
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

（
回
答
）
前
回
は
管
理
型
産
業
廃
棄
物
処
理
場
（
新
設
）の
反
対
を
村
民
、行
政
、議
会
挙
げ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、事
業
者
が
申
請
を
取
り

下
げ
た
。今
回
は
既
存
の
安
定
型
産
業
廃
棄
物
処
理
事
業
で
あ
り
、許
認
可
権
者
の
沖
縄
県
の
判
断
を
見
守
る
対
応
と
な
って
お
り
ま
す
。

 

質
問　
役
場
周
辺
の
空
き
地
を
活
用
し
て
産
業
を
増
や
し
て
は
？ 

村
内
に
働
く
場
所
が
あ
れ
ば
交
通
渋
滞
の
解
消
に
も
な
る
の
で
は
？ 

議

会
と
し
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
？

（
回
答
）
２
年
後
に
情
報
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
。
図
書
館
、
飲
食
店
等
が
で
き
る
予
定
な
の
で
活
発
化
し
、
働
く
場
所
も
増
え
て
い
く
も
の

と
考
え
る
。

 

質
問　
給
食
費
無
料
は
い
つ
に
な
る
の
か
？
他
市
町
村
で
は
医
療
費
の
助
成
の
幅
が
大
き
か
っ
た
り
、
塾
に
対
し
て
の
助
成
金
が
あ

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

※
給
食
費
だ
け
で
な
く
、
子
育
て
世
帯
に
他
の
部
分
で
還
元
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
れ
た
ら
い
い
。
子
育
て
世
代
に
優
し
く
な
い
。

（
回
答
）村
単
独
で
や
る
と
年
間
で
２
億
円
ほ
ど
か
か
る
。
す
ぐ
に
答
え
の
出
せ
る
問
題
で
は
な
い
が
、国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

 

質
問　
就
学
援
助
が
と
お
り
に
く
い
と
聞
く
、
線
引
き
が
必
要
な
の
は
わ
か
る
が
間
（
は
ざ
ま
）
の
世
帯
の
厳
し
い
状
況
を
わ
か
っ

3

勾配がきつく改善が求められる楚辺交差点読谷村情報センター建設予定の役場横の土地
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て
支
援
し
て
ほ
し
い
。

（
回
答
）
就
学
援
助
は
要
保
護
・
準
要
保
護
に
対
応
し
て
お
り
、
実
績
と
し
て
令
和
４
年
度
の
受
給
率
は
ア
ッ
プ
し
て
い
る
（
小
学
校
５
１
２

名　
中
学
校
２
６
３
名
）

Ａ
班
　
上
地
利
枝
子
　
與
那
覇
徳
雄
　
仲
眞
朝
雄
　
　
當
間
良
史
　
江
田
守
恭

日
時
：
令
和
５
年
11
月
14
日
（
火
）
午
後
７
時
～

場
所
：
比
謝
公
民
館
　
　
参
加
人
数
12
名

 

質
問　
比
謝
地
域
は
、
伊
良
皆
か
ら
上
が
って
い
く
道
が
閉
鎖
さ
れ
役
場
へ
行
く
と
き
不
便
で
あ
る
。
国
道
バ
イ
パ
ス
整
備
に
お
い
て
比
謝

横
断
線
と
の
交
差
な
ど
便
利
に
し
て
欲
し
い
。

（
回
答
）
伊
良
皆
〜
波
平
線
、
大
木
〜
喜
名
線
な
ど
、
村
道
計
画
は
あ
る
が
南
部
地
域
の
方
が
役
場
方
面
に
行
く
に
は
不
便
と
感
じ
ら
れ
る　

国
道
バ
イ
パ
ス
と
比
謝
横
断
線
と
の
交
差
の
設
計
は
未
定
で
あ
る
。

 

質
問　
比
謝
横
断
線
は
い
つ
で
き
る
の
か
、
ま
た
国
道
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
状
況
は
。

（
回
答
）
設
計
段
階
で
あ
る
。
国
道
バ
イ
パ
ス
は
令
和
７
年
度
に
共
用
開
始
予
定
。

（
要
望
）
国
道
、
県
道
で
あ
って
も
地
元
の
意
見
を
聞
い
て
計
画
し
て
欲
し
い
。
そ
の
役
割
を
議
員
の
方
に
し
て
頂
き
た
い
。

 

質
問　
比
謝
２
号
線
・
３
号
線
前
の
排
水
路
が
汚
い
。
清
掃
は
年
に
何
回
や
って
い
る
の
か
？

（
回
答
）
早
急
に
対
応
す
る
。

 

質
問　
比
謝
公
園
の
境
界
に
あ
る
フェン
ス
の
外
側
の
草
刈
り
清
掃
は
読
谷
村
で
対
応
し
て
欲
し
い
。フェン
ス
が
壊
れ
て
い
る
の
で
直
し
て
欲
し
い
。

（
回
答
）
民
有
地
な
の
で
、
地
主
に
対
応
し
て
頂
き
た
い
。

 

質
問　
比
謝
公
民
館
の
周
辺
は
細
道
が
多
く
暗
い
の
で
街
灯
を
つ
け
て
欲
し
い
。

（
回
答
）
村
の
担
当
者
が
現
場
確
認
す
る
。

 

質
問　
比
謝
大
木
線
の
電
柱
が
邪
魔
で
危
険
で
事
故
も
あ
る
。
歩
道
も
必
要
で
は
？

（
回
答
）
電
柱
が
障
害
に
な
り
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
た
め
安
全
と
考
え
て
い
る
人
も
い
て
賛
否
が
あ
る
。
比
謝
横
断
線
等
が
整
備
さ
れ
る
と

改
善
す
る
と
考
え
る
。

 

質
問　
わ
ん
ぱ
く
広
場
（
毎
週
水
曜
日
）
し
て
い
る
が
他
の
地
域
と
比
べ
車
で
の
登
下
校
が
多
く
、
歩
い
て
帰
る
児
童
が
少
な
い
。 

公
民

館
に
子
供
を
集
め
て
地
域
に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。

（
回
答
）
自
治
会
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
読
谷
村
の
自
治
会
加
入
率
は
50
％
を
切
っ
た
が
、
他
市
町
村
と
比
べ
る
と
加
入

率
は
高
く
活
動
も
活
発
で
あ
る
。
自
治
会
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
を
守
る
た
め
に
も
現
在
の
活
動
を
頑
張
って
続
け
て
ほ
し
い
。

4

管理が必要な公園との境界にあるフェンス比謝大木線の道路にある道路に飛び出た電柱
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質
問　
財
源
が
厳
し
い
。
ど
う
に
か
で
き
な
い
か
？

（
回
答
）
地
域
振
興
交
付
金
が
適
用
さ
れ
て
い
る
が
村
民
が
増
え
て
い
る
の
に
予
算
は
変
わ
って
い
な
い
。
議
会
で
も
引
き
続
き
問
題
視
し
て

い
く
。

 

質
問　
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
仕
方
が
変
わ
り
、
接
種
で
き
な
い
人
が
い
る
。
以
前
の
形
に
戻
し
て
ほ
し
い
。

（
回
答
） 

65
歳
以
上
に
つ
い
て
は
、
個
人
宛
に
通
知
し
て
い
る
。
５
類
に
分
類
さ
れ
て
か
ら
タ
ク
シ
ー
の
無
料
券
が
配
布
さ
れ
て
い
な
い
為
、

高
齢
者
の
皆
さ
ま
は
不
便
を
感
じ
て
い
る
と
思
う
。
診
療
所
で
の
接
種
申
込
に
つ
い
て
は
落
ち
着
い
て
き
て
い
る
の
で
待
つ
事
な
く
接
種
可
能

と
な
って
い
る
。

 

質
問　
比
謝
団
地
自
治
会
と
比
謝
自
治
会
を
合
併
し
て
活
動
で
き
る
の
か
。

（
回
答
）
団
地
と
自
治
会
を
合
併
し
て
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
地
域
発
展
の
為
に
頑
張
って
頂
き
た
い
。

Ｃ
班
：
伊
佐
眞
武
　
長
濱
宗
則
　
山
城
正
輝
　
與
那
覇
沙
姫
　
平
良
勝
志

日
時
：
令
和
５
年
11
月
９
日
（
木
）
午
後
７
時
～

場
所
：
喜
名
公
民
館
　
　
参
加
人
数
９
名

 

質
問　
村
内
の
道
路
や
歩
道
は
、暗
い
所
と
明
る
い
所
の
差
が
あ
る
。歩
道
の
な
い
所
を
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
車
も
あ
る
。安
全
対
策
が
取
れ
な
い

か
。

（
回
答
）
担
当
課
に
よ
る
と
、「
防
犯
灯
は
年
平
均
３
百
万
円
位
の
設
置
予
算
で
毎
年
２０
基
位
設
置
し
て
い
る
。
設
置
基
準
は
通
学
路
、
人

の
往
来
が
多
い
所
、電
柱
が
あ
る
か
ど
う
か
等
調
査
し
て
設
置
し
て
い
る
。
具
体
的
な
場
所
が
分
か
れ
ば
調
査
し
た
い
」と
の
事
。
車
の
ス
ピ
ー

ド
対
策
は
、
交
通
ル
ー
ル
の
徹
底
や
地
域
住
民
の
合
意
を
得
た
ハ
ン
プ
の
設
置
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

質
問　
子
ど
も
達
が
通
る
道
路
の
交
通
安
全
の
た
め
、
草
刈
り
を
し
て
欲
し
い
が
ど
こ
の
部
署
に
お
願
い
す
れ
ば
良
い
か
。

（
回
答
）
距
離
が
長
い
所
は
都
市
計
画
課
へ
相
談
し
、
短
い
所
は
生
活
環
境
課
が
対
応
し
ま
す
。

 

質
問　
村
ま
つ
り
の
時
、
ト
イ
レ
が
非
常
に
混
ん
で
い
る
。
子
ど
も
達
の
安
全
安
心
の
た
め
簡
易
型
の
子
供
用
ト
イ
レ
が
あ
れ
ば
良
い
。

（
回
答
）
提
案
と
し
て
受
け
止
め
ま
す
。
担
当
課
の
話
で
は
「
ま
つ
り
会
場
近
く
の
既
存
の
3
ヶ
所
の
ト
イ
レ
と
５
つ
の
簡
易
ト
イ
レ
の
設
置

で
対
応
し
て
お
り
、
村
職
員
に
よ
って
空
い
て
い
る
所
に
誘
導
し
て
い
る
の
が
現
状
。
今
後
は
既
存
の
ト
イ
レ
の
設
置
場
所
の
表
示
・
案
内
に

も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」
と
の
事
で
す
。

 

質
問　
野
良
猫
が
多
く
な
り
、
糞
の
被
害
や
車
への
傷
付
け
、
住
宅
への
侵
入
も
あ
る
。
ど
う
対
応
す
れ
ば
良
い
の
か
。

（
回
答
）
猫
の
場
合
、
取
り
締
ま
る
法
律
が
無
く
愛
護
の
観
点
か
ら
捕
獲
は
厳
し
い
。
村
と
し
て
は
ま
ず
、
猫
に
餌
を
与
え
な
い
で
欲
し
い
、

飼
い
猫
で
あ
れ
ば
室
内
で
飼
って
欲
し
い
。
村
の
野
良
猫
対
策
と
し
て
、
生
活
環
境
課
で
超
音
波
の
猫
よ
け
器
を
1
週
間
無
料
貸
付
し
て
い

る
の
で
、
効
果
が
あ
れ
ば
購
入
を
薦
め
て
い
ま
す
。
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草刈りなどの管理が必要な通学路野良猫を見かけたら保護猫団体へ連絡お願いします
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質
問　
鳳
バ
ス
を
通
学
等
に
活
用
出
来
な
い
か
。

（
回
答
）
鳳
バ
ス
は
３
台
あ
り
、
現
状
で
も
通
学
時
間
内
に
村
役
場
を
経
由
し
て
運
行
し
て
い
る
。
目
的
と
し
て
は
、
村
内
の
交
通
弱
者
の

為
の
事
業
で
あ
る
。
通
学
時
間
内
に
鳳
バ
ス
を
利
用
し
て
も
１
台
に
30
人
し
か
乗
車
出
来
ず
、
同
時
に
同
じ
方
向
への
運
行
は
出
来
な
い
事

か
ら
、
現
状
は
厳
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

 

質
問　
令
和
元
年
に
も
意
見
交
換
会
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
出
た
意
見
や
要
望
の
進
捗
は
ど
う
な
っ
た
の
か
確
認
が
で
き
な
い
の
が
勿
体
な

い
。
19
名
揃
っ
た
意
見
交
換
会
が
あ
って
も
良
い
の
で
は
。

（
回
答
）
意
見
交
換
会
で
出
た
意
見
や
要
望
は
、
全
員
協
議
会
で
各
班
の
意
見
を
報
告
し
、
執
行
部
に
政
策
提
起
す
べ
き
も
の
を
精
査
し
て

い
る
。
令
和
元
年
は
喜
名
区
か
ら
出
た
「
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
」
も
政
策
提
起
の
１
つ
で
し
た
。

19
名
全
員
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
は
全
員
協
議
会
に
諮
り
ま
す
。

 

質
問　
喜
名
区
は
住
宅
密
集
地
で
あ
り
、
防
災
対
策
と
し
て
避
難
場
所
が
必
要
。
10
年
位
前
に
、
小
糸
製
作
所
跡
地
を
公
園
整
備
出
来

な
い
か
要
望
書
を
出
し
た
が
進
捗
は
ど
う
な
って
い
る
の
か
。

（
回
答
）
担
当
課
の
話
で
は
「
当
該
地
は
都
市
公
園
と
し
て
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
使
い
易
い
広
場
と
し
て
位
置
付
け
、
当
面
は
ト
イ
レ
の
設

置
を
考
え
て
い
る
」
と
の
事
で
す
。

 

質
問　
比
謝
地
域
に
住
ん
で
い
る
が
防
災
無
線
が
聞
き
取
り
に
く
い
時
が
あ
る
。

（
回
答
）
担
当
課
の
話
で
は
「
設
計
上
は
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
って
い
る
。
今
は
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
文
字
を
打
ち
込
ん
で
音
声
化
し
て
い
る
が
、

風
向
き
に
よ
って
は
聞
き
取
り
に
く
い
時
も
あ
る
と
思
う
。
村
と
し
て
、
防
災・行
政
情
報
を
１
人
ひ
と
り
に
知
ら
せ
る
た
め
、
ス
マ
ホ
に
メ
ー

ル
登
録
す
る
事
も
薦
め
て
い
る
」
と
の
事
で
す
。

 

質
問　
各
自
治
会
以
外
で
も
、
未
加
入
で
も
参
加
し
や
す
い
雰
囲
気
を
作
って
ほ
し
い
。

（
回
答
）
他
市
町
村
で
は
、
商
業
施
設
や
公
共
施
設
で
開
催
す
る
所
も
あ
っ
た
。
そ
う
す
る
事
で
、
参
加
し
や
す
く
な
る
か
も
知
れ
な
い
と

感
じ
た
。
こ
れ
は
ま
た
改
善
で
き
る
課
題
と
し
て
議
員
で
反
省
、
評
価
を
し
て
い
き
た
い
。

 

質
問　
路
上
駐
車
対
策
と
し
て
、
読
谷
村
は
車
庫
証
明
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

（
回
答
）
村
の
担
当
課
の
話
で
は
、「
県
内
で
は
、
南
部
都
市
部
広
域
に
法
律
の
網
が
か
か
って
い
る
。
嘉
手
納
町
の
場
合
は
地
域
柄
狭
い
と

い
う
こ
と
で
例
外
的
に
必
要
と
し
て
い
る
。
本
村
全
域
で
車
庫
証
明
が
必
要
と
な
る
と
厳
し
い
」
と
の
事
。
こ
の
件
は
嘉
手
納
署
内
の
交
通

安
全
協
会
に
も
問
い
合
わ
せ
た
所
「
車
庫
証
明
に
関
す
る
法
律
は
昭
和
37
年
に
制
定
さ
れ
、全
国
的
に
車
庫
証
明
が
必
要
な
所
が
決
ま
っ
た
。

そ
れ
以
来
、
法
律
の
改
正
は
な
く
現
在
に
至
って
い
る
。
市
町
村
の
条
例
だ
け
で
は
決
め
ら
れ
ず
、
例
外
と
し
て
必
要
な
場
合
も
市
町
村
と

住
民
の
合
意
形
成
を
図
り
、
窓
口
の
嘉
手
納
署
を
通
し
て
県
警
察
本
部
、
更
に
本
庁
へ
の
申
請
と
、
法
改
正
の
ハ
ー
ド
ル
は
か
な
り
高
い
」

と
の
事
で
す
。

地域の声は全て行政に訴えてまいります
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地域から公園整備が求められる小糸製作所跡地
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Ｅ
班
：
國
吉
雅
和
　
山
内
政
徳
　
當
間
良
史
　
比
嘉
幸
雄
　
神
谷
嘉
栄
　
松
田
昌
邦
　
城
間
真
弓
　
江
田
守
恭

日
時
：
令
和
５
年
11
月
12
日
（
日
）
午
後
２
時
～

場
所
：
文
化
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー
ル
　
　
参
加
人
数
５
名

 

質
問　
読
谷
村
が
寄
付
を
す
る
と
き
は
議
会
の
議
決
事
項
な
の
か
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
金
等
。

（
回
答
）
行
政
か
ら
議
会
へ
提
案
を
し
、
議
会
が
承
認
し
て
初
め
て
使
わ
れ
る
。
当
初
予
算
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
場
合
は
必
要
な
い
。

 

質
問　
楚
辺
、
大
添
の
交
通
渋
滞
と
中
央
残
波
線
の
ル
ー
ト
変
更
に
つ
い
て
。

（
回
答
）
中
央
残
波
線
の
ル
ー
ト
変
更
は
、
旧
産
業
廃
棄
物
処
理
場
問
題
が
発
生
し
、
３
案
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
現
在
の
ル
ー
ト
に
な
っ
た
。

ま
た
、
中
央
残
波
線
の
北
進
は
来
年
か
ら
15
年
を
か
け
て
ア
リ
ビ
ラ
ホ
テ
ル
方
向
へ
進
め
て
い
く
。

 

質
問　
新
聞
報
道
に
よ
る
と
令
和
４
年
度
の
陳
情
27
件
中
２
件
の
委
員
会
付
託
は
少
な
い
（
７
％
）
こ
と
に
つ
い
て
。

（
回
答
）
令
和
４
年
度
は
６
月
議
会
で
12
件
（
27
件
中
）
の
受
付
け
で
あ
り
ま
し
た
が
、
６
月
議
会
は
任
期
最
終
議
会
で
あ
り
審
議
時
間
が

確
保
で
き
な
か
っ
た
。

 

質
問　
産
廃
問
題
に
つ
い
て
。
17
年
前
に
は
反
対
し
た
が
、
今
回
反
対
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
議
会
が
動
か
な
い
の
は
な
ぜ
か
。
土
壌
汚
染

に
対
し
て
動
か
な
い
の
か
。
都
屋
？
楚
辺
？
の
井
戸
か
ら
基
準
値
の
17
倍
の
ヒ
素
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

（
回
答
）
前
回
は
管
理
型
産
業
廃
棄
物
処
理
場
設
置
（
新
設
）
の
反
対
を
村
民
、
行
政
、
議
会
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
事
業
者
が

申
請
を
取
り
下
げ
た
。
今
回
は
既
存
の
安
定
型
産
業
廃
棄
物
処
理
事
業
で
あ
り
、
許
認
可
権
者
の
沖
縄
県
の
判
断
を
見
守
る
。

 

質
問　
請
願
の
紹
介
議
員
に
議
長
、
副
議
長
、
正
副
委
員
長
が
な
れ
な
い
の
は
お
か
し
い
。

（
回
答
）
な
れ
な
い
の
で
は
な
く
、
好
ま
し
く
な
い
と
の
こ
と
。
議
長
は
な
れ
な
い
。

 

質
問　
古
堅
に
あ
る
空
き
家
、
空
き
地
が
荒
れ
て
い
る
。
以
前
は
近
所
の
方
が
草
刈
り
等
を
し
て
い
た
が
、
現
在
フェン
ス
が
さ
れ
て
お
り
、

不
法
投
棄
や
ハ
ブ
の
心
配
が
あ
る
。
相
談
は
ど
こ
で
す
る
の
か
。

（
回
答
）
現
場
確
認
を
し
、
担
当
課
よ
り
地
主
へ
通
知
す
る
と
の
こ
と
。

 

質
問　
産
休
、
育
休
に
な
る
と
保
育
が
時
短
に
な
る
の
で
改
善
し
て
貰
い
た
い
。

（
回
答
）
要
望
と
し
て
受
け
止
め
る
。

※
要
望　
不
登
校
が
身
近
で
増
え
て
い
る
。
不
登
校
の
子
ど
も
達
へ
の
支
援
や
対
策
等
を
議
員
や
親
同
士
で
意
見
交
換
、
情
報
交
換
等
を

す
る
機
会
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
う
。
不
登
校
児
の
居
場
所
が
、
学
校
か
自
宅
と
２
択
だ
け
だ
と
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
て
行
け
な
い
子
も
多
い
。

青
少
年
セ
ン
タ
ー
も
あ
る
が
そ
こ
に
も
行
け
な
い
子
も
い
る
。
段
階
的
な
居
場
所
、
支
援
体
制
が
必
要
だ
と
思
う
。
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子育て世代も気軽に来場できるようコーナー設置現行ルートに変更になった中央残波線
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●質問 

●質問 

●質問 

●質問 

60才未満 32.70％

高志保公民館 楚 辺 公 民 館

都 屋 公 民 館

渡具知公民館

横 田 公 民 館

大 湾 公 民 館 古 堅 公 民 館

文化センター中ホール

Ａ　班班　分

班編成

B　班 Ｃ　班 D　班 Ｅ　班

上　地　利枝子
仲 眞 朝 雄
與那覇　徳　雄
江 田 守 恭
當 間 良 史

１１/７（火）

１１/９（木）

１１/１２（日）

１１/１４（火）

松 田 昌 邦
國 吉 雅 和
神 谷 嘉 栄
大 城 友 誼
岸　本　大二郎

伊 佐 眞 武
山 城 正 輝
長 濱 宗 則
與那覇　沙　姫
平 良 勝 志

比 嘉 幸 雄
伊 波 　 篤
山 内 政 徳
城 間 真 弓

第
14
回

第
15
回 文 化 センター

大 添 公 民 館

比 謝 公 民 館

喜 名 公 民 館

７/２５（火）

７/２６（水）

７/２７（木）

７/２８（金）

神 谷 嘉 栄
國 吉 雅 和
山 内 政 徳
江 田 守 恭
松 田 昌 邦
城 間 真 弓
比 嘉 幸 雄
當 間 良 史

男性

女性

無回答

毎回

たまに

その他

ある

ない

無回答

60才以上 62.30％

36.70％

1.00％

58.20%

40.80%

1.00%

56.10%

41.90%

2.00%

67.30％
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